
1

同
窓
会 

会
長　
　

岩
村　

元
雄

が
ん
ば
ろ
う
日
本

　

が
ん
ば
れ
東
北
・
関
東

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
３
月
11
日

（
金
）
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
震
度

７
の
大
地
震
が
東
北
関
東
地
区
に

発
生
。
直
後
に
大
津
波
が
押
し
寄

せ
、
福
島
原
子
力
発
電
所
の
原
子

炉
に
爆
発
を
伴
う
大
事
故
を
誘
発

さ
せ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
ご
家

族
ご
一
同
様
に
は
こ
の
大
災
害
、

ご
無
事
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
の
最
中
３
月
12
日
同

窓
会
前
会
長
の
大
石
勝
康
様
が
脳

梗
塞
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
お

通
夜
告
別
式
に
参
列
さ
れ
ま
し
た

多
数
の
会
員
の
皆
様
と
共
に
謹
ん

で
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
合
掌

　

学
校
関
係
は
法
政
大
学
の
卒
業

式
入
学
式
が
い
づ
れ
も
中
止
。
法

政
中
学
の
卒
業
式
も
中
止
と
な
り

中
学
高
校
は
３
月
末
日
ま
で
校
内

へ
の
立
ち
入
り
禁
止
。
ク
ラ
ブ
活

動
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
校
の
卒
業
式
は
３
月
１
日

（
火
）
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

そ
の
挨
拶
を
要
約
致
し
ま
す
と
、

２
２
８
名
（
男
子
１
６
０
名
女
子

68
名
）
の
卒
業
生
の
皆
様
卒
業
と

同
時
に
同
窓
会
に
入
会
さ
れ
ま
し

て
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
は
高
校
卒
業
第
63
回
生

で
す
の
で
同
窓
会
で
は
高
校
卒
第

63
期
と
申
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
法
政
中
学
か
ら
数
え
る
と

今
年
で
75
周
年
を
迎
え
た
学
校
で

す
の
で
長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
築
き
上
げ
て
来

た
の
が
卒
業
生
即
ち
同
窓
生
で

あ
り
ま
す
。
今
年
卒
業
さ
れ
る

２
２
８
名
の
皆
様
は
今
年
か
ら
新

し
い
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
築
い
て

行
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

話
は
変
り
ま
す
が
皆
様
覚
え
て

い
ま
す
か
？
２
月
14
日
バ
レ
ン
タ

イ
ン
デ
ー
の
日
、
都
内
に
大
雪
が

降
っ
て
大
変
な
時
に
皆
様
の
仲
間

が
ご
近
所
に
雪
掻
き
に
出
動
し
て

来
ら
れ
ま
し
た
。
早
速
ご
近
所
の

方
か
ら
お
礼
状
が
届
き
ま
し
た
。

一
部
を
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

「
さ
て
先
日
の
大
雪
の
日
に
は
我

が
家
の
前
を
雪
掻
き
し
て
く
だ
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

母
か
ら
法
政
の
生
徒
さ
ん
達
が
雪

掻
き
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
聞
き

ま
し
て
娘
の
私
か
ら
も
お
礼
の
気

持
ち
を
お
伝
え
し
た
く
筆
を
取
り

ま
し
た
。
私
の
母
は
80
歳
、
父
85

歳
で
し
て
近
所
も
高
齢
の
方
が
多

く
、
こ
の
度
若
い
生
徒
さ
ん
達
が

雪
掻
き
を
手
伝
っ
て
下
さ
っ
て
大

変
助
か
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
お
力
を
貸
し
て
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
嬉
し
い
で
す

⋮
」

皆
様
の
仲
間
が
こ
う
や
っ
て
地
域

社
会
へ
貢
献
さ
れ
た
こ
と
は
涙
が

出
る
ほ
ど
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
と
お
年
寄

り
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
ど
う

か
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

　

さ
て
同
窓
会
は
何
を
す
る
の

か
、
２
月
28
日
（
月
）
新
ク
ラ
ス

委
員
の
皆
様
と
昼
食
を
共
に
し
な

が
ら
詳
細
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
同
窓
会
は
「
同
窓
会

憲
章
」
を
共
通
理
念
と
し
て
、
組

委
員
・
ク
ラ
ブ
委
員
の
責
任
の
明

確
化
、
会
員
の
顕
在
化
、
年
会
費

振
込
と
財
政
の
安
定
、
会
報
の
定

期
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
普

及
、
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
応
援
、
約

２
４
０
０
０
名
会
員
の
住
所
の
明

確
化
・
12
年
振
り
の
会
員
名
簿
の

発
刊
、
法
政
大
学
校
友
連
合
会
な

ら
び
に
付
属
校
同
窓
会
と
連
携
、

現
役
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び
法
政
プ
ラ
タ
ナ

ス
会
と
の
交
流
、
毎
年
11
月
下
旬

開
催
さ
れ
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
参
加
、
特
に
今
年
は
第
20
回

同
窓
会
総
会
を
６
月
19
日
（
日
）

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
个
谷
に
於
い
て

予
定
致
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
お

誘
い
合
せ
の
上
ご
参
加
賜
り
ま
す

様
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま

す
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
重
ね
て

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、「
明
る
く
楽
し
く
元
気
良
く
」

で
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
に
て

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
１
０
年
1
月
の
高
校
2
年
生

北
海
道
修
学
旅
行
に
お
け
る
事
件
は
、

本
校
に
と
っ
て
学
校
再
生
・
教
育
再

生
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ

り
ま
す
。
事
件
を
過
去
の
も
の
と
せ

ず
、
現
在
・
未
来
に
引
き
続
く
課
題

と
し
て
、
教
職
員
集
団
の
英
知
を
結

集
し
、
学
校
と
教
育
の
前
進
を
み
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
あ
ら

た
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
4
月
よ
り
、
新
体
制
と
し
て
、

校
長
と
し
て
私
飯
田
が
、
副
校
長
と

し
て
友
松
利
英
子
・
鈴
木
た
つ
み
両

氏
が
、
加
え
て
、
校
長
補
佐
（
学
校

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
と
し
て
平
塚
眞
樹

社
会
学
部
教
授
と
新
た
に
私
立
高
校

の
元
校
長
経
験
者
で
あ
る
池
上
東
湖

先
生
が
着
任
さ
れ
、
新
年
度
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
地
震
。
大
津
波
。
そ
し
て
原
発

事
故
・
放
射
能
汚
染
と
、
大
震
災
は
、

い
ま
だ
被
災
者
全
体
の
把
握
も
お
ぼ

つ
か
な
い
ほ
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
今
回
の
大
災
害
は
、

あ
ら
た
め
て
命
の
大
切
さ
・
暮
ら
し

の
大
切
さ
・
助
け
合
い
の
大
切
さ
を

私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
の
命
や
暮
ら
し
が
、

多
く
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
て
、
多

く
の
人
た
ち
に
守
ら
れ
て
い
る
。
共

同
体
の
中
に
私
た
ち
が
い
る
と
い
う

こ
と
も
、
あ
ら
た
め
て
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

　

人
は
、
た
っ
た
一
つ
し
か
な
い
生

命
、
そ
の
命
を
豊
か
な
も
の
に
し
た

い
・
輝
か
せ
た
い
と
い
う
切
実
な
願

い
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

命
は
、
自
然
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
存

在
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
命
は
、
放
射
線
な
ど
の
有
害
物

質
で
汚
染
さ
れ
ざ
る
自
然
、
き
れ
い

な
大
地
・
き
れ
い
な
水
・
き
れ
い
な

空
気
な
し
に
は
存
在
し
え
な
い
の
で

す
。

　

自
然
災
害
・
原
発
事
故
・
環
境
問

題
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
っ
て
み
て
も
、

圧
倒
的
多
数
の
人
々
の
課
題
で
あ
り
、

ま
さ
に
世
界
的
な
規
模
で
考
え
、
解

決
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
性

格
の
も
の
で
す
。「
自
由
と
進
歩
」
を

学
風
と
す
る
法
政
大
学
は
、
困
難
な

時
代
に
あ
っ
て
も
、
世
界
と
日
本
の

諸
課
題
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
絶

え
ず
挑
戦
す
る
人
間
を
各
界
に
輩
出

し
て
き
ま
し
た
。
本
校
は
、
そ
う
し

た
法
政
大
学
の
付
属
校
と
し
て
、
自

主
・
自
律
の
建
学
の
精
神
を
基
本
と

し
て
、
75
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
お
り

ま
す
。

　

生
徒
と
共
に
学
び
、
生
徒
も
教
師

も
一
緒
に
成
長
し
て
ゆ
け
る
、
そ
う

し
た
素
晴
ら
し
い
学
校
に
な
れ
る
よ

う
、
学
校
と
し
て
の
決
意
を
表
明
し

て
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
へ
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

11
月
27
日
（
土
）
第
13
回
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
が
行
わ

れ
、
70
名
余
り
の
卒
業
生
を
お
迎

え
し
、
本
校
Ｏ
Ｂ
教
職
員
も
多
数

参
加
し
卒
業
生
と
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
榎
本
校
長
の
開
会
の
辞

で
は
２
０
０
７
年
３
月
ま
で
吉
祥

寺
に
あ
っ
た
「
法
政
大
学
第
一

中
・
高
等
学
校
」
の
校
名
板
の
紹

介
、
２
０
１
０
年
１
月
の
事
件
の

徹
底
究
明
と
学
校
再
生
の
た
め
に
、

総
長
を
先
頭
に
法
人
と
し
て
対
応

が
な
さ
れ
、
今
後
も
取
り
組
み
を

継
続
す
る
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

岩
村
会
長
か
ら
は
各
ク
ラ
ブ
の
戦

績
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２

部
の
懇
親
会
で
は
全
員
か
ら
ご
挨

拶
い
た
だ
き
、
第
57
期
の
若
手
卒

業
生
も
先
輩
方
か
ら
温
か
い
激
励

を
受
け
大
盛
況
で
し
た
。

実
行
委
員
長　

松
浦
麻
紀
子

生
徒
も
教
師
も
共
に
成
長
し
て

ゆ
け
る
学
校
を
め
ざ
し
て

法
政
大
学
高
等
学
校

校　

長　
　

飯
田　

亮
三

母
校
へ
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
た

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー

平
成
22
年
度
事
業
報
告

〔
平
成
22
年
〕

４�

月
１
日
（
木
）
春
季
東
京
都
高
等
学
校

野
球
大
会

４�

月
６
日
（
火
）
入
学
式
に
役
員
出
席

４�

月
17
日
（
土
）
付
属
校
同
窓
会
役
員
親

睦
会　

於�

高
尾
山　

幹
事
：
法
政
高

校
同
窓
会

５�

月
30
日
（
日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｂ
会
30
周

年
記
念
式
典（
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
に
名
称
変

更
）

６�

月
５
日
（
土
）
定
例
役
員
会　

ク
ラ
ス

委
員
総
会
の
件

　

法
政
大
学
第
二
高
等
学
校
同
窓
会
総
会

６�

月
19
日
（
土
）
法
政
大
学
高
等
学
校
同

窓
会
ク
ラ
ス
委
員
総
会
・
懇
親
会
開
催�

７�

月
１
日
（
木
）
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部

全
国
大
会
出
場�

懸
垂
幕
贈
呈

７�

月
12
日
（
月
）
第
92
回
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
西
東
京
大
会
に
法
政
高
校

出
場

　

�

同
窓
会
役
員
多
数
応
援
に
参
加
、
野
球

部
父
母
会
に
金
一
封
贈
呈

８�

月
18
日
（
水
）
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会�

第
７
地
区
予
選

８�

月
27
日
（
金
）
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選
手
権
大
会
に
出

場　

金
一
封
贈
呈

９�

月
４
日
（
土
）
臨
時
役
員
会　

同
窓
会

総
会
並
び
名
簿
作
成
等
審
議

９�

月
12
日
（
日
）
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
東
京
都
予
選
に
出
場　

金
一

封
贈
呈

　

�

秋
季
東
京
都
高
等
学
校
野
球
大
会
一
次

予
選
に
出
場

９�

月
19
日
（
日
）
秋
季
東
京
都
高
等
学
校

野
球
大
会
一
次
予
選

　

�

全
国
高
校
ラ
グ
ビ
︱
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
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今
年
の
ク
ラ
ス
委
員
総
会
は
、
法
政
大
学
中
学
高

等
学
校
内
の
多
目
的
室
Ａ
、
Ｂ
に
て
、
６
月
19
日
午

後
５
時
30
分
か
ら
岩
村
会
長
の
挨
拶
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
よ
り
従
来
の
ク
ラ
ス
委
員
の
ほ
か
、
各
部
活

Ｏ
Ｂ
の
ク
ラ
ブ
委
員
の
名
称
で
、
同
窓
会
活
動
に
貢

献
し
て
も
ら
う
為
ご
理
解
を
頂
き
、
選
出
を
さ
れ
た

人
の
参
加
を
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
現
在
８

ク
ラ
ブ
）
来
賓
挨
拶
で
は
榎
本
勝
己
校
長
が
欠
席
と

な
り
、
飯
田
亮
三
副
校
長
と
松
井
邦
夫
事
務
長
の
ご

参
加
を
頂
き
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
法
政
中
学
高
等
学
校
の
教
育
方
針
、
教
育

刷
新
会
議
の
設
立
、
其
の
他
、
同
窓
会
に
対
し
協
力

は
惜
し
ま
な
い
と
大
変
有
難
い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し

た
。

　

議
題
に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監

査
報
告
、
事
業
計
画
、
予
算
案
、
第
20
回
総
会
準
備
、

新
し
く
事
業
委
員
会
設
置
、
同
窓
会
の
会
員
名
簿
個

人
情
報
考
慮
発
行
、
役
員
退
任
報
告
等
、
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
懇
親
会
、
最
後
に
校
歌
を
斉
唱
し
、
来

年
の
同
窓
会
総
会
に
目
標
３
０
０
名
の
動
員
勧
奨
活

動
に
総
員
努
力
を
誓
い
、
同
窓
会
拡
充
と
発
展
に
協

力
を
約
束
し
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
50
数
名
の
出
席
で
し
た
が
、
過
去
２
年
の

行
動
施
策
報
告
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
委
員
の
理
解
が
得

ら
れ
、
協
力
度
も
得
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ス
委
員
で
同
窓
会
活
動
に
い
ま
だ
、
未
参
加
の

方
は
是
非
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

法政大学高等学校同窓会　平成22年度収支予算書
（22.4.1～23.3.31）

収入の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 前年実績 予算額 備　考
繰越金 4,084,057 3,245,445
会　費 3,583,670 4,750,000
（イ） 入　 会　 金 1,603,000 1,610,000 新入会員入会金 7,000 円× 230 名
（ロ） 新入会員年会費 687,000 690,000 新入会員年会費 3,000 円× 230 名
（ハ） 年会費・寄付 1,187,670 2,100,000 年会費振込等　3,000 円× 700 名
（ニ） その他会費 106,000 350,000 クラス委員総会会費・新年会会費等
雑収入 48,681 50,000 グッズ売上等・預金金利等

計 7,716,408 8,045,445
経常収入 3,632,351 4,800,000

支出の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 前年実績 予算額 備　考
経常費 1,700,199 1,908,000
（イ） 学校協力費 618,724 640,000 学校行事・行事生徒部活動援助
（ロ） 会　 議　 費 56,566 130,000 会議諸経費
（ハ） 組織活動費 430,000 600,000 校友連合会年会費・各種広告費
（ニ） 印　 刷　 費 0 12,000
（ホ） 通　 信　 費 40,600 65,000 会議開催通知・後納郵便料
（ヘ） 人　 件　 費 300,000 300,000 事務局員手当
（ト） 事務用品費 71,184 36,000 ＰＣ等諸事務用品
（チ） 雑 費 183,045 125,000 振込手数料・慶弔費等
事業費 2,270,844 2,450,000
（イ） 会報発行費 1,919,410 1,950,000 同窓会報発行費用・写真現像・プリント代
（ロ） Ｈ Ｐ 費 用 117,672 200,000 HP費用・プロバイダー料・インターネット接続
（ハ） 総会、委員総会費 233,762 300,000 クラス委員総会・新年顔合わせ会補助・付属校役員会補助
積立金

名簿作成積立金 500,000 500,000 名簿改訂版作成のため積立
予備費

予 備 費 0 124,000 事業部委員会の交通費含む
小 計 4,470,903 4,982,000

次 年 度 繰 越 金 3,245,445 3,063,445
合 計 7,716,408 8,045,445

経常支出 4,470,963 4,982,000

法政大学高等学校同窓会　平成21年度収支決算書
（21.4.1～22.3.31）

収入の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 予算額 決算額 差　異 備　考
繰越金 4,084,057 4,084,057 0
会　費 4,685,000 3,583,670 △1,101,330
（イ） 入　 会　 金 1,617,000 1,603,000 △ 14,000 新入会員入会金7,000円×229名
（ロ） 新入会員年会費 693,000 687,000 △ 6,000 新入会員年会費3,000円×229名
（ハ） 年会費・寄付 2,100,000 1,187,670 △ 912,330 既会員年会費振込等
（ニ） そ の 他 会 費 275,000 106,000 △ 169,000 クラス委員総会会費
雑収入 50,000 48,681 △ 1,319 グッズ売上・預金金利等

計 8,819,057 7,716,408 △1,102,649
経常収入 4,735,000 3,632,351

支出の部 （単位　円）
科　　　目

款 項 予算額 決算額 差　異 備　考
経常費 2,100,000 1,700,1419 399,881
（イ） 学 校 協 力 費 700,000 618,724 81,276 学校行事・生徒部活動援助
（ロ） 会　 議　 費 80,000 56,566 23,434 会議諸経費
（ハ） 組 織 活 動 費 750,000 430,000 320,000 校友連合会年会費・各種広告費
（ニ） 印　 刷　 費 20,000 0 20,000
（ホ） 通　 信　 費 50,000 40,600 9,400 会議開催通知・後納郵便料
（ヘ） 人　 件　 費 300,000 300,000 0 事務局手当
（ト） 事 務 用 品 費 30,000 71,184 △ 41,184 PC 等事務用品費
（チ） 雑 　 　 費 170,000 183,045 △ 13,045 振込手数料・慶弔費等
事業費 2,318,000 2,270844 47,156
（イ） 会 報 発 行 費 1,940,000 1,919,410 20,590 同窓会報発行費用・写真現像・プリント代
（ロ） H P 費 用 178,000 117,672 60,328 HP費用・プロバイダー料・インターネット接続
（ハ） 総会委員総会費 200,000 233,762 △ 33,762 クラス委員総会・新年顔合わせ会補助他
積立金

名 簿 作 成 積 立 金 500,000 500,000 0 名簿改訂版作成のため別途積立
予備費

予 備 費 100,000 0 100,000
小 計 5,018,000 4,470,963 547,037
次 年 度 繰 越 金 3,801,057 3,245,445
合 計 8,819,057 7,716,408

経常支出 5,018,000 4,470,963

平
成
二
十
二
年
ク
ラ
ス
委
員
総
会
開
催

総
務
委
員
長
　
今
西
　
堯

会
出
場　

金
一
封
贈
呈

　

�

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
東
京

都
予
選
二
回
戦

９�

月
23
日
（
木
）
秋
季
東
京
都
高
等
学
校

野
球
大
会
一
次
予
選

９�

月
25
日
（
土
）
法
政
大
学
中
学
高
等
学

校
文
化
祭
を
役
員
多
数
見
学

10�

月
８（
金
）
９（
土
）
10
日（
日
）
校
友

連
合
会
青
森
大
会
に
役
員
参
加

10�

月
11
日
（
月
）
三
鷹
市
民
駅
伝
大
会
に

陸
上
競
技
部
出
場（
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン

ク
贈
呈
）

10�

月
21
日
（
木
）
法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
秋
季

バ
ス
旅
行
に
役
員
参
加

10�

月
24
日
（
日
）
全
国
高
校
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

10�

月
30
日（
土
）ク
ラ
ブ
委
員
と
の
懇
談
会

　

�

役
員
会　

同
窓
会
総
会
及
び
懇
親
会
準

備
報
告

11�

月
27
日
（
土
）
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

参
加

〔
平
成
23
年
〕

１�

月
20
日
（
木
）
新
年
会　

総
会
準
備
会

議
２�

月
14
日
（
日
）
三
鷹
市
民
駅
伝
応
援

２�

月
19
日
（
土
）
第
26
回
付
属
校
同
窓
会

役
員
懇
親
会

２�

月
28
日
（
月
）
新
卒
ク
ラ
ス
委
員
へ
の

同
窓
会
説
明
会

３�

月
１
日
（
火
）
法
政
大
学
高
等
学
校
卒

業
式
に
役
員
出
席

同窓会の応援垂れ幕



4
（
司
会
）　

本
日
は
台
風
の
中
、

足
下
の
悪
い
中
、お
集
ま
り
頂
き

ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。ご

案
内
い
た
し
ま
し
た
様
に
、６
月

19
日
の
ク
ラ
ス
委
員
総
会
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。当
日
、皆
様
方
に
お
礼
、

ご
挨
拶
を
し
て
お
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、改
め
て
ク
ラ
ブ
O
B

会
代
表
の
方
々
と
の
懇
親
会
を

企
画
し
ま
し
た
。

本
日
ご
出
席
の
方
々
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

硬
式
野
球
部	

三
上
様

ラ
グ
ビ
ー
部	

木
村
様

山
岳
部	

	

川
尻
様

バ
ス
ケ
ッ
ト
部	

高
津
様

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部	

吉
田
様

サ
ッ
カ
ー
部	

川
合
様

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部	

小
松
様

応
援
団	

	

萩
原
様

映
画
研
究
会	

阿
川
様

◆
同
窓
会
役
員
◆

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
村
会
長

　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
副
会
長

　
　
　
　
　
　
　

相
川
副
会
長

　
　
　
　
　

今
西
総
務
委
員
長

　
　
　
　

猪
瀬
広
報
副
委
員
長

司
会

　
　
　
　
　

広
報
委
員
長　
今
泉

同
窓
会
と
各
ク
ラ
ブ
O
B
会
と

の
連
携
強
化
と
言
う
事
で
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
会
長
）　

同
窓
会
の
広
報
委
員

会
よ
り
各
ク
ラ
ブ
O
B
会
の
皆

様
に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
、各

O
B
会
で
の
活
動
、学
校
へ
の
要

望
、現
役
生
へ
の
応
援
等
、活
動

状
況
、学
校
か
ら
の
支
援
体
制
の

あ
り
方
を
、同
窓
会
報
に
載
せ

て
、周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

　

同
窓
会
は
会
員
２
６
、0
0
0

名
余
。
そ
の
う
ち
住
所
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
会
員
が

１
３
、0
0
0
名
余
。会
報
を

届
け
て
新
し
い
会
員
を
掘
り
起

こ
し
て
い
き
た
い
。各
ク
ラ
ブ
の

O
B
も
同
窓
会
の
会
員
な
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。現
高

校
の
ク
ラ
ブ
は
、体
育
会
系
16
団

体
、文
化
系
12
団
体
が
活
動
中
。

　

新
し
く
で
き
た
ク
ラ
ブ
で
は

女
子
の
チ
ア・リ
ー
ダ
ー
部
が
共

学
４
年
目
で
関
東
大
会
に
出

場
。ス
ポ
ー
ツ
系
で
は
野
球
、サ
ッ

カ
ー
が
東
京
都
予
選
本
大
会
に

出
場
。来
年
に
向
け
て
期
待
で

き
そ
う
だ
。

　

同
窓
会
と
し
て
は
１
つ
の
ク
ラ

ブ
だ
け
応
援
す
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
の
で
、各
ク
ラ
ブ
に
活
躍

し
て
も
ら
っ
て
、法
政
高
校
の
校

格
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。同
窓
会
の
絆
が

よ
り
強
固
な
も
の
に
な
っ
て
い
け

ば
良
い
と
思
う
。

こ
こ
で
皆
様
の
ご
意
見
を
う
か
が

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
司
会
）　

各
O
B
会
の
現
状
、

同
窓
会
及
び
学
校
へ
の
要
望
等

お
話
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。初

め
に
硬
式
野
球
部
か
ら
お
願
い

し
ま
す
。

（
三
上
様
）　

昭
和
13
年
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。過
去
に
甲
子
園

に
４
回
出
場
し
た
。O
B
会
と

し
て
は
総
会
を
８
月
末
に
開
催

し
て
い
る
が
、出
席
者
は
、強
い

時
は
多
い
が
、弱
い
時
は
少
な
い

の
が
現
状
。昭
和
30
年
か
ら
監

督
で
、大
学
で
も
監
督
さ
れ
、野

球
殿
堂
入
り
し
た
松
永
先
生

が
法
政
に
恩
返
し
が
し
た
い
と

言
わ
れ
、高
校
野
球
の
復
活
プ
ロ

ジェク
ト
と
し
て
法
政
高
と
法
政

２
高
を
合
わ
せ
て
予
想
以
上
の

ご
指
導
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
監
修
し

た「
指
導
者
の
義
務
と
責
任
」の

冊
子
を
参
考
に
し
て
、指
導
者
の

研
修
会
を
行
っ
た
。チ
ー
ム
を
強

く
す
る
だ
け
で
な
く
、人
間
を

育
て
る
こ
と
。体
力
を
付
け
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
。そ
の
成

果
は
ま
だ
出
て
い
な
い
。野
球
に

関
し
て
は
学
校
野
球
憲
章
が
昨

年
変
更
に
な
っ
た
。今
の
法
政
に

と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
に
な
る
と
思

う
。良
い
選
手
は
ド
ラ
フ
ト
な
ど
、

お
金
が
か
ら
む
の
で
学
校
の
売

名
行
為
に
も
な
っ
て
い
た
。大
学

も
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。東
京
六
大
学
に
お
い
て
も

法
政
は
上
位
に
な
れ
な
い
。K
大
、

W
大
は
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に
よ

り
、大
学
自
体
も
活
性
化
さ
れ

る
。高
校
で
も
内
申
書
で
良
い
選

手
を
取
って
い
る
。

　

学
校
と
し
て
も
ク
ラ
ブ
を
活

性
化
さ
せ
る
。ク
ラ
ブ
が
や
り
や

す
い
よ
う
に
し
て
く
れ
て
い
る
。

我
々
も
学
校
に
要
望
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。今
日
こ
の

よ
う
な
機
会
を
設
け
た
の
は
良

い
事
で
学
校
の
方
針
も
あ
る
よ

う
だ
け
れ
ど
も
、ク
ラ
ブ
を
強
く

す
る
事
も
大
切
な
の
で
要
望
を

し
て
い
き
た
い
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

続
い
て
ラ
グ
ビ
ー
部
お
願
い
し
ま

す
。

（
木
村
様
）　

昭
和
23
年
創
部
。

今
の
代
で
63
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

節
目
ご
と
に
パ
ー
テ
ィ
ー
を

行
っ
て
い
る
。全
国
大
会
は
ま
だ

行
っ
て
い
な
い
。関
東
大
会
に
は

何
度
か
行
って
、行
け
る
レ
ベ
ル
に

は
な
っ
て
い
た
が
、共
学
、移
転
が

あ
り
部
員
が
集
ま
ら
な
い
。試

合
人
員
で
15
名
が
必
要
。O
B

か
ら
コ
ー
チ
を
出
し
て
い
る
が
難

し
い
。東
京
都
大
会
か
ら
関
東

大
会
を
も
う
一度
、目
指
そ
う
と

し
て
い
る
。

　

O
B
会
と
し
て
は
２
月
の
第

３
日
曜
日
に
O
B
総
会
を
開
い

て
い
る
。近
年
若
い
O
B
が
来
な

く
な
って
い
る
。ど
の
よ
う
に
し
て

20
代
の
人
達
が
来
る
よ
う
に
な
る

か
が
課
題
。O
B
会
だ
け
活
動

し
て
て
も
む
だ
。現
役
と
ど
う

か
か
わ
っ
て
い
く
か
。交
流
を
い

か
に
し
て
持
つ
か
。父
母
会
と
の

交
流
も
大
事
。中
学
の
ラ
グ
ビ
ー

も
入
学
す
る
男
子
が
少
な
い
中

で
、な
ん
と
か
集
め
て
や
さ
し
い

言
葉
を
掛
け
て
い
る
。学
校
か
ら

部
費
が
出
て
い
る
が
、た
り
な
い

の
で
O
B
会
父
母
会
の
寄
付
が

必
要
。高
３
が
抜
け
る
と
18
名

し
か
残
ら
な
い
。大
学
の
協
力
も

い
た
だ
い
て
練
習
し
て
い
る
。ど

こ
か
に
施
設
が
あ
る
と
良
い
。野

球
部
、サ
ッ
カ
ー
部
と
共
用
な
の

で
、お
互
い
に
思
う
よ
う
に
で
き

な
い
。体
育
推
薦
は
野
球
、サ
ッ

カ
ー
、剣
道
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
４

部
で
各
２
人
、８
枠
が
あ
る
。ラ

グ
ビ
ー
部
も
嘆
願
書
を
出
す
よ

う
に
す
る
。男
子
が
1
2
0
〜

1
3
0
人
の
時
代
な
の
で
考
え

直
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

山
岳
部
お
願
い
し
ま
す
。

（
川
尻
様
）　

創
部
し
て
60
年
。

O
B
会
2
2
9
名
で
判
明
者

1
5
0
名
。現
高
校
生
と
の
交

流
を
し
て
い
る
。秋
川
渓
谷
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
。生
徒
と
先
生
は

同
窓
会
と
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
会
と
の
懇
親
会

平
成
22
年
10
月
30
日
（
土
）

法
政
高
校
会
議
室
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無
料
。O
B
会
が
全
て
持
つ
。室

外
で
の
交
流
で
仲
が
深
ま
る
。山

菜
採
り
に
行
っ
て
１
泊
す
る
。忘

年
会
は
秩
父
、丹
沢
の
民
宿
で
温

泉
に
入
る
。高
校
生
と
共
に
高
い

山
に
行
き
た
い
の
で
考
え
て
い
る
。

O
B
会
総
会
で
同
窓
会
の
会
費

も
納
め
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

（
司
会
）　

会
費
の
こ
と
を
言
っ

て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。O
B
会
に
所
属
し
て
い

る
方
は
、会
の
会
費
と
同
窓
会
の

会
費
の
２
つ
払
う
こ
と
に
な
る
が
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
会
の
会
費
し

か
払
って
い
な
い
。

続
い
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
お
願
い
し

ま
す
。

（
高
津
様
）　

自
分
達
で
創
部
し

た
。現
在
、復
活
O
B
会
を
準
備

中
。来
年
６
月
に
総
会
予
定
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
お
願
い
し
ま
す
。

（
吉
田
様
）　

毎
年
３
月
に
定
期

演
奏
会
。そ
の
後
に
O
B
総
会
。

第
１
期
の
先
輩
が
野
球
の
応
援

の
た
め
に
創
部
し
た
。万
代
先

生
が
顧
問
で
長
い
間
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
。O
B
会
の
活
動
と

し
て
は
、役
員
の
ほ
と
ん
ど
が
現

大
学
生
。若
い
人
が
実
行
部
隊

と
し
て
働
い
て
く
れ
て
い
る
。中

高
年
齢
層
の
O
B
の
集
ま
り
が

悪
い
。30
〜
40
代
が
む
ず
か
し
い
。

い
か
に
し
て
増
や
し
て
い
く
か
が

課
題
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
P
R
し

て
る
。会
報
も
発
行
。名
簿
で
は

1
6
0
名
が
判
明
し
て
い
る
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

続
き
ま
し
て
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
。

（
小
松
様
）　

創
部
は
昭
和
20

年
代
。施
設
が
少
な
い
た
め
活

動
が
む
ず
か
し
い
。10
年
位
前
に

部
員
が
増
え
た
。７
年
前
位
に

2
0
0
名
程
集
ま
り
、O
B
名

簿
が
で
き
て
連
絡
が
つ
く
よ
う

に
な
っ
た
。O
B
会
を
設
立
。今

の
部
員
で
も
大
学
に
入
っ
て
や
り

た
い
生
徒
が
い
る
。男
女
共
学
に

な
って
環
境
が
変
わ
っ
た
。小
さ
い

頃
か
ら
ス
ケ
ー
ト
を
や
っ
て
き
た

子
が
入
っ
て
く
る
。大
学
と
連
携

し
て
や
れ
ば
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
と
思
う
。男
子
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
は
部
員
の
確
保
が
む
ず
か

し
い
。中
学
生
か
ら
育
成
し
た
い
。

試
合
で
は
最
低
６
名
が
必
要
。

　

関
東
大
会
に
出
場
す
る
が
２

年
生
、１
年
生
が
少
な
い
の
で
心

配
。O
B
会
は
O
B
会
や
同
窓

会
で
手
紙
を
出
す
と
集
ま
ら
な

い
が
、飲
み
会
の
お
知
ら
せ
だ
と

20
〜
30
名
は
集
ま
る
。か
し
こ

ま
っ
て
や
る
と
集
ま
ら
な
い
。現

父
母
会
の
応
援
は
す
ご
い
。お
そ

ろ
い
の
タ
オ
ル
や
ジ
ャ
ン
パ
ー
を

作
っ
て
い
る
。な
ん
と
か
存
続
さ

せ
ら
れ
た
ら
良
い
と
思
う
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

続
い
て
応
援
団
お
願
い
し
ま
す
。

（
萩
原
様
）　

応
援
団
創
部
は
約

50
年
程
前
の
こ
と
で
し
た
。い
ろ
い

ろ
な
事
件
が
あ
り
約
二
十
数
年

前
か
ら
無
く
な
って
し
ま
い
現
在

は
存
在
し
て
お
り
ま
せ
ん
。交
流

の
あ
る
数
名
で
集
ま
る
程
度
で

全
体
と
し
て
の
集
ま
り
は
な
い
の

で
今
後
は
当
時
の
仲
間
等
の
輪

を
広
げ
て
、同
窓
会
活
動
の一
端

を
担
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。特
に
各
ク
ラ
ブ
活
動
の
応

援
を
間
接
的
な
が
ら
積
極
的
に

応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

続
き
ま
し
て
映
画
研
究
会
。

（
阿
川
様
）　

映
画
を
研
究
す
る

会
で
は
な
か
っ
た
。映
画
を
作
っ

た
り
、撮
影
所
へ
行
っ
た
。「
我
が

法
政
」を
作
っ
た
。各
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
文
化
団
体
の
８
割
９
割

の
方
は
ご
存
知
の
は
ず
。現
在
は

法
映
会
。O
B
会
は
３
年
位
前

に
50
周
年
。現
在
67
名
。O
B
会

の
名
称
で
は
な
く
、親
睦
会
の
形

で
や
って
い
る
。

（
司
会
）　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
部
お
願
い
し
ま
す
。

（
川
合
様
）　

他
の
部
に
比
べ
創

部
は
新
し
い
。初
め
は
同
好
会

1
9
8
5
年
発
足
。O
B
も
上

の
人
で
40
代
。総
会
で
呼
び
か
け

て
も
集
ま
ら
な
い
。名
前
を
変
え

て
飲
み
会
の
形
に
す
る
と
30
代・

40
代
中
心
に
40
〜
50
人
集
ま
る
。

会
報
は
発
行
し
て
い
な
い
。メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
に
登
録
し
て
い
る
。現

役
は
今
年
は
都
大
会
出
場
。今

年
25
周
年
。応
援
の
横
断
幕
を

作
っ
た
。父
母
は
積
極
的
だ
が

O
B
の
応
援
が
少
な
い
。チ
ー
ム

の
強
化
が
課
題
。部
員
は
多
い
。

（
岩
村
）　

同
窓
会
を
利
用

し
て
O
B
会
の
会
員
も
会
員

増
を
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。

P
T
A
O
B
会
も
人
数
が
増
え

て
い
る
。

　

ク
ラ
ブ
の
応
援
も
人
を
出
し

て
い
き
た
い
。P
R
は
皆
さ
ん
で

発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。同
窓

会
は
全
部
を
応
援
し
て
校
格
の

ア
ッ
プ
を
目
指
す
と
共
に
、絆
、つ

な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
。

（
司
会
）　

学
校
の
発
展
の
た
め

に
も
、同
窓
会
と
各
O
B
会
が

協
力
し
て
要
望
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
子
の
ク
ラ
ブ
も
O
G
が
出

て
お
り
、女
子
を
含
め
て
の
O
B
、

O
G
会
と
の
話
し
合
い
も
来
年

以
降
、行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。本

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆�

専
任
教
員
退
任
者 

（
２
０
１
１
年
３
月
） 

山
田
耕
太
（
社
会
科
） 

末
益
直
子
（
数
学
科
） 

長
谷
川
崇
（
数
学
科
） 

三
田
野
乃
花
（
英
語
科
） 

吉
川
友
悟
（
国
語
科
）

 

◆�

専
任
教
員
新
任
者 

（
２
０
１
１
年
４
月
） 

小
山
志
門
（
国
語
科
） 

高
倉
康
弘
（
数
学
科
） 

工
藤
浩
仁
（
数
学
科
） 

笹
岡　

聡
（
数
学
科
） 

釣
谷
厚
平
（
保
健
体
育
科
） 

梅
田
有
希
子
（
生
活
文
化
科
） 

曽
田
悦
代
（
英
語
科
）

 

◆ 

専
任
教
員
異
動 

（
２
０
１
１
年
４
月
） 

山
口
清
貴
（
社
会
科
）
法
政
大
学

　
第
二
中
・
高
等
学
校
へ
転
出 

金
川
正
治
（
国
語
科
）
法
政
大
学

　
第
二
中
・
高
等
学
校
よ
り
着
任 

岡　

稔
彦
（
社
会
科
）
法
政
大
学

　
第
二
中
・
高
等
学
校
よ
り
着
任

 

◆ 

専
任
職
員
異
動 

（
２
０
１
１
年
４
月
） 

青
木
修
一
（
学
務
担
当
主
任
）　

　
入
学
セ
ン
タ
ー
入
試
課
へ
転
出 

浅
岡
か
ず
み　

学
務
担
当
主
任
に

　
昇
進 

竹
永
圭
一
郎　

大
学
院
事
務
部
　

　
大
学
院
課
よ
り
着
任

教
職
人
事
異
動
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一
致
団
結
チ
ー
ム
力
を
高
め
る

　

 

法
政
大
学
高
等
学
校

　
　

硬
式
テ
ニ
ス
部　

顧
問　

兼
坂 

壮
一

　

硬
式
テ
ニ
ス
部
は
、今
年
度
で

創
部
19
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

男
女
共
学
化
し
て
か
ら
は
、女
子

が
四
代
目
の
部
員
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。創
部
当
初
は

春
の
高
体
連
団
体
戦
東
京
都
ベ

ス
ト
32
に
５
回
、ベ
ス
ト
16
に
３

回
出
場
す
る
実
績
を
残
し
て
来

ま
し
た
が
、昨
年
度
は
女
子
初

代
の
部
員
が
東
京
都
ベ
ス
ト
32

に
あ
と一歩
の
ベ
ス
ト
64
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

練
習
は
学
校
コ
ー
ト
で
の
練

習
が
な
か
な
か
出
来
な
い
中
、大

学
の
体
育
会
テ
ニ
ス
部
な
ど
の
協

力
を
頂
い
た
り
、学
校
近
く
の
ヤ

ナ
ギ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル
の
コ
ー
ト
な

ど
を
借
り
な
が
ら
、ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
充
実
さ
せ
て
工
夫
し
た
練

習
を
し
て
い
ま
す
。

　

従
って
硬
式
テ
ニ
ス
部
で
は
、た

だ
単
な
る
テ
ニ
ス
技
術
の
向
上
だ

け
で
な
く
、社
会
に
出
て
か
ら
大

切
な
マ
ナ
ー
や
目
配
り
、気
配
り

な
ど
を
重
視
し
て
指
導
し
て
い

ま
す
。そ
し
て「
こ
の一
球
」の
精

神
の
元
に一
致
団
結
し
て
チ
ー
ム

力
を
高
め
て
い
ま
す
。

２
０
１
０
年
度
の
活
動
報
告

　

山
岳
部
Ｏ
Ｂ
会

　
　
　
　

高
10
期　

山
口
紀
光

４
月

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
、在
校
生

山
岳
部
を
励
ま
す
集
い
を
、武

蔵
五
日
市
秋
川
渓
谷
の
川
原
に

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
敷
い
て
行
い
ま

し
た
。大
ナ
ベ
で
芋
煮
ト
ン
汁
と

鉄
板
で
の
鶏
モ
モ
焼
ソ
バ
、焼
肉

な
ど
な
ど
、調
理
に
は
高
校
生

が
主
役
で
す
。デ
ザ
ー
ト
は
大
き

な
西
瓜
が
２
個
、ま
わ
り
の
パ
ー

テ
ィ
ー
が
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

春
の
風
に
法
政
一
高
山
岳
部

O
B
会
旗
と
法
政
中
高
山
岳
部

の
旗
が
は
た
め
い
て
い
ま
し
た
。

５
月

　

中
旬
、今
年
も
山
菜
採
り
と
、

て
ん
ぷ
ら
パ
ー
テ
ィ
ー
。雪
の
残
っ

て
い
る
越
後
湯
沢
、大
源
太
キ
ャ

ニ
オ
ン
な
ど
で
木
の
芽
を
採
り
、

新
潟
県
の
秘
境
松
之
山
温
泉
奥

に
、ふ
き
の
と
う
、こ
ご
み
、う
ど
、

よ
も
ぎ
⋮
を
採
り
、大
厳
寺
高

原
キ
ャ
ン
プ
場
の
P
に
、ま
だ
残

雪
は
２
m
位
あ
り
ま
し
た
が
、雪

の
消
え
て
い
る
舗
装
の
ス
ペ
ー
ス

に
大
き
な
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
拡
げ

て
テ
ー
ブ
ル
を
出
せ
ば
、山
上
の

お
座
敷
で
す
。１
泊
２
日
の
山
菜

採
り
で
し
た
。

６
月

　
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。南
会
津
の

静
か
な
ワ
タ
ス
ゲ
の
白
い
花
が
咲

き
始
め
た
宮
床
湿
原
の
散
策
、１

〜
２
パ
ー
テ
ィ
ー
し
か
ハ
イ
カ
ー

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。途
中
、木
賊

（
ト
ク
サ
）温
泉
の
川
ぞ
い
の
岩

を
く
り
抜
い
た
共
同
浴
場
に
立

ち
寄
り
、館
岩
村
湯
の
花
温
泉

奥
、水
引
部
落
の
茅
葺
き
民
宿

離
騒
館
に
。本
日
の
宿
で
す
。

　

夜
は
車
で
10
分
、湯
の
花
温
泉

の
共
同
浴
場
３
个
所
を
巡
り
ま

し
た
。そ
し
て
翌
日
は
尾
瀬
沼

に
行
き
ま
し
た
。

10
月

　

以
前
よ
り
あ
た
た
め
て
い

た
東
北
。八
幡
平
、後
生
掛
温

泉
、玉
川
温
泉
、乳
頭
温
泉
行

き
で
す
。２
班
に
わ
か
れ
、先
発

隊
は「
健
康
ラ
ン
ド
マ
ー
ス
」で
１

泊
。翌
日
は
盛
岡
で
有
名
な「
福

田
パ
ン
」で
コ
ッ
ペ
パ
ン
11
人
分
に

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
と
黒
豆
ク

リ
ー
ム
を
つ
け
て
も
ら
い
、明
日

の
行
動
食
で
す

　

翌
々
日
は
黒
湯
温
泉
に
入
り
、

帰
路
緑
色
の
湯
の
国
見
温
泉
に

も
入
り
、盛
岡
で
は
冷
麺
を
食

べ
、あ
ち
こ
ち
の
温
泉
を
楽
し
ん

で
の
、50
歳
か
ら
80
歳
の
清
水
賢

蔵
先
生
、82
歳
の
森
安
智
廣
先

輩
も
参
加
さ
れ
た
楽
し
い
２
泊

３
日
旅
行
で
し
た
。

12
月

　

恒
例
の
忘
年
会
。秩
父
の
温

泉
民
宿
で
の
ん
び
り
と
湯
に
つ
か

り
、カ
ラ
オ
ケ
を
や
って
の
１
泊
で

す
。土
産
は
地
元
よ
り
取
り
寄

せ
の
竹
カ
ゴ
に
入
っ
た
大
き
な
椎

茸
、毎
年
大
好
評
で
す
。

翌
日
は
札
所
め
ぐ
り
や
、近
郷
をハ

イ
キ
ン
グ
で
１
年
の
締
め
く
く
り

で
す
。10
年
以
上
続
いてい
ま
す
。

　

あ
と
年
４
回
の
運
営
幹
事
会

と
11
月
の
定
期
総
会
。い
つ
ま
で

も
O
B
会
が
存
続
す
る
よ
う
に

真
剣
に
協
議
し
て
し
ま
す
。

今
迄
参
加
さ
れ
て
い
な
い
山
岳

O
B
の
方
々
、こ
れ
か
ら
は
是
非

参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。

楽
し
い
O
B
会
で
す
よ　

き
っ
と

気
に
入
る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
文
化
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「Re:

」。
引
き
継
ぐ
べ
き
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
変
え
る
と
こ
ろ
は

全
く
新
し
い
も
の
に
変
え
る
、
そ

し
て
た
く
さ
ん
の
人
々
に
感
謝
の

気
持
ち
を
返
し
て
い
く
と
い
う
意

味
を
込
め
ま
し
た
。
そ
し
て
全
体

の
テ
ー
マ
を
「
世
界
一
周
旅
行
」

と
し
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
中
夜
祭
、

後
夜
祭
も
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を

「
過
去
」「
現
在
」「
未
来
」と
決
め
、

さ
ら
に
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
「
愛

校
心
」
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

今
回
、
全
体
の
テ
ー
マ
を
掲
げ

る
こ
と
で
学
校
全
体
に
一
体
感
が

生
ま
れ
、
中
央
企
画
も
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
マ
の
設
定
に
よ
っ
て
質
の

高
い
内
容
に
仕
上
が
り
、
保
護
者

の
皆
様
、
先
生
方
、
そ
し
て
生
徒

の
み
ん
な
に
私
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
最
大
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
る
「
愛
校
心
」。
み
ん
な

は
そ
れ
を
実
感
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。「
愛
校
心
」
と
は
、
生
徒
・

保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
自
信
を

持
っ
て
「
法
政
を
好
き
だ
」
と
言

え
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
後
輩
た
ち
に
し
て
ほ
し
い

こ
と
一
、
元
気
に
挨
拶
を
し
た

り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
優
し
く
接

し
た
り
、
部
活
・
勉
強
・
恋
愛
・

文
化
祭
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

熱
く
な
れ
る
こ
と
等
｜々
、
本
来
、

法
政
生
が

持
っ
て
い

る
「
内
面

の
輝
き
」

を
忘
れ
ず

に
過
ご
し

て
ほ
し
い
、

と
い
う
想

い
を
文
化

祭
を
通
じ

て
表
現
し

ま
し
た
。

　

自
分
た

ち
の
代
は
、

法
政
一
高

を
知
っ
て

い
る
最
後
の
代
。
何
と
か
こ
の
想

い
を
伝
え
た
い
、
繋
ぎ
た
い
と
考

え
、「
愛
校
心
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
を
意
識
し
て
文
化
祭
を
創
り

上
げ
ま
し
た
。

　

心
の
底
か
ら
法
政
を
思
い
、

も
っ
と
よ
く
し
た
い
、
楽
し
く
し

た
い
と
い
う
私
た
ち
の
気
持
ち
を

絶
対
に
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ

う
い
う
気
持
ち
が
繋
が
っ
て
、
い

つ
か
法
政
高
校
が
、
そ
し
て
法
政

の
文
化
祭
が
生
徒
・
保
護
者
や
地

域
の
方
々
・
来
校
者
な
ど
す
べ
て

の
人
々
に
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
僕
た
ち

は
法
政
高
校
が
大
好
き
で
す
。
文

化
祭
へ
の
ご
協
力
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
化
祭
実
行
委
員
長　

吉
﨑 

健
吾

﹁
愛
校
心
﹂
を
文
化
祭
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
！
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10
月
11
日
（
月
）
体
育
の
日

天
気
快
晴
。

　

中
学
生
か
ら
50
歳
以
上
の

シ
ニ
ア
チ
ー
ム
ま
で
過
去
最

多
の
2
1
0
チ
ー
ム
。
法
政

高
等
学
校
男
子
は
一
般
男
子

1
3
7
チ
ー
ム
で
戦
い
、
２

回
目
の
駅
伝
大
会
で
今
回
は
７

位
入
賞
と
云
う
大
変
素
晴
ら
し

い
成
績
で
し
た
。
今
年
２
月
に

再
整
備
が
完
了
し
た
大
沢
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
と
会
場
変
更
、

都
立
武
蔵
野
の
森
公
園
内
の

コ
ー
ス
を
折
り
返
し
て
往
復
す

る
形
で
各
チ
ー
ム
４
名
が
た
す

き
を
つ
な
げ
た
。
河
原
三
鷹
市

長
と
サ
ポ
ー
ト
市
職
員
と
の
会

話
！！
今
回
も
法
政
さ
ん
は
気
合

が
入
っ
て
居
る
わ
ね
！！
（
河
原

市
長
談
）
法
政
大
学
校
友
連
合

会
、
同
窓
会
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
、

P
T
A
父
母
会
応
援
の
皆
様

暑
い
中
本
当
に
御
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
午
後
２
時
よ
り
学
校
食

堂
に
て
食
事
会
と
反
省
会
、
岩

村
同
窓
会
長
の
大
学
へ
行
っ
て

も
箱
根
駅
伝
で
頑
張
っ
て
下
さ

い
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

第
19
回
み
た
か
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

高
８
期　

猪
瀬
昌
哉

恒
例
の
ラ
グ
ビ
ー
部　

Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ
る

　
　

法
政
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
O
B
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

木
村
清
隆

　

２
月
20
日（
日
）本
校
グ
ラ
ン

ド
に
お
い
て
ラ
グ
ビ
ー
部
恒
例

の
O
B
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
勢
60
名
を
超
す
O
B
が
結
集

し
同
窓
会
か
ら
も
岩
村
会
長
は

じ
め
役
員
の
方
々
、そ
し
て
、父

母
会
か
ら
も
多
数
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。中
学
生
対
40
歳

以
上
の
O
B
、現
役
学
生
対
若

手
O
B
の
試
合
が
行
わ
れ
、観
戦

の
O
B
、岩
村
会
長
、ご
父
兄
か

ら
も
、大
き
な
拍
手
と
歓
声
が

両
チ
ー
ム
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

熱
戦
の
後
は
、全
員
で
記
念
撮

影
。総
会
の
後
、食
堂
へ
。O
B

会
長
挨
拶
の
後
、７
代
中
塚
允

先
輩
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
ア
フ

タ
ー
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
が
始
ま
り

ま
し
た
。今
年
は
、お
母
様
達
が

多
数
こ
参
加
く
だ
さ
っ
た
関
係

で
、例
年
に
も
ま
し
て
会
場
は
華

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、歓

談
も
弾
み
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な

中
で
岩
村
会
長
か
ら
い
た
だ
い
た

ラ
グ
ビ
ー
部
に
対
す
る
熱
い
思
い

と
叱
咤
激
励
の
言
葉
は
現
役
学

生
の
み
な
ら
ず
一
人
一
人
の
O
B

の
胸
に
も
刻
ま
れ
た
も
の
と
思

い
ま
す
。同
窓
会
塩
入
氏
の
音

頭
で
校
歌
、平
野
新
主
将
の
音

頭
で
部
歌
を
そ
れ
ぞ
れ
斉
唱
し
、

最
後
は
59
代
玉
川
君
の
３
本
締

め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。春

の
関
東
大
会
、そ
し
て
悲
願
の
花

園
へ
向
け
同
窓
会
会
員
の
皆
様

の
暖
か
い
ご
声
援
を
ぜ
ひ
我
が

部
に
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

日
本
選
手
権　
　
　

　
　

 

高
37
期　

萩
原
光
博

　

８
月
27
日
（
金
曜
日
）
国
立

代
々
木
競
技
場
第
一
体
育
館
に

て
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
日
本
選

手
権
大
会
が
行
わ
れ
準
決
勝
・

フ
ラ
イ
デ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
高
等
学
校
の
部
）
に
出
場
し

た
。

　

６
月
に
行
わ
れ
た
関
東
大
会

に
於
い
て
基
準
点
を
突
破
し
て

の
快
挙
で
あ
る
。

　

ス
タ
ン
ド
に
は
応
援
に
駆
け

付
け
た
多
く
の
Ｏ
Ｇ
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
学
校
関
係
者
等
が
集
ま
り
席

を
陣
取
っ
た
。

　

２
番
目
の
出
場
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
応
援
す
る
ス
タ
ン
ド
に

十
五
年
振
り
の　

ク
ラ
ス
会
を
開
催

　
　

 

高
17
期　

田
辺　

勉

　

十
一
月
二
十
七
日
の
、
第

十
三
回
「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・

デ
ー
」
に
招
か
れ
た
私
達
、
第

十
七
期
卒
（
昭
和
四
十
年
）
五

組
の
面
々
が
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
・
デ
ー
終
了
後
、
井
の
頭
池

畔
の
「
鳥
良
」
で
約
十
五
年
振

り
の
ク
ラ
ス
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
に

出
席
さ
れ
た
同
学
年
三
組
の
斎

藤
豊
氏
、、
六
組
の
岸
氏
に
も

ご
参
加
を
願
い
、
総
勢
十
一
名

の
宴
と
な
り
ま
し
た
。
あ
い
に

く
、
恩
師
・
岩
上
博
司
先
生
の

ご
出
席
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
思
い
出
の
地
吉
祥
寺
で
、

四
十
五
年
前
を
懐
か
し
み
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
ク
ラ
ス
会
を
機
に
、

学
年
会
へ
の
発
展
は
も
と
よ

り
、
一
中
出
身
者
が
多
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
中
学
の
ク
ラ
ス
会
、

学
年
会
開
催
ま
で
話
が
広
が
り
、

更
に
、
同
窓
会
行
事
に
も
興
味

が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

後
日
で
す
が
、
中
学
・
昭
和

三
十
七
年
卒
二
組
の
ク
ラ
ス
会

が
、
六
月
五
日
に
開
催
す
る
こ

と
が
決
ま
る
な
ど
、
同
窓
・
仲

間
意
識
の
再
燃
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

も
緊
張
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

そ
ん
な
中
、
軽
快
な
音
楽
と

と
も
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
元

気
に
動
く
姿
と
笑
顔
に
は
「
緊

張
」
な
ど
と
い
う
も
の
は
感
じ
ら

れ
ず
、
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
ミ
ス
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
、

ス
タ
ン
ド
は
拍
手
喝
采
だ
っ
た
。

　

し
か
し
⋮
⋮
結
果
は
残
念
な

が
ら
決
勝
に
は
進
め
ず
⋮
⋮
。

　

彼
女
た
ち
が
大
会
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
載
せ
た
言
葉
が
あ
る
。

�

「
昨
日
の
自
分
に
今
日
は
勝
つ

　

今
日
の
自
分
に
明
日
は
勝
つ

　
　

I
t
�����’s　

笑
t
i
m
e
！！

〜
魅
せ
ま
す　

Ｈ
Ｕ
Ｓ

２
０
１
０　

夏
〜
」

　

選
手
達
は
言
葉
通
り
の
頑

張
っ
た
姿
と
楽
し
い
時
間
を
魅

せ
て
く
れ
た
。

　

昨
年
は
25
名
の
部
員
だ
っ
た

が
今
年
は
29
名
の
部
員
と
な

り
、
６
月
５
日
の
関
東
大
会
に

向
け
て
頑
張
っ
て
練
習
を
し
て

い
る
の
で
応
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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２
０
１
０
年
度
卒
業
式
表
彰
者

●
学
年
優
等
賞

　
　
　
　
　

６ 

｜ 

１  

町
田　

香
織

●
認
定
海
外
留
学
奨
学
金

　
　
　
　
　

５ 

｜ 

６  

島
田　

紗
帆

　
　
　
　
　

６ 

｜ 

１  

町
田　

香
織

　

東
日
本
大
災
害
に
対
し
て
、
法
政

大
学
校
友
連
合
会
の
「
東
日
本
災
害

義
援
金
募
金
」
に
法
政
大
学
高
等
学

校
同
窓
会
は
、
金
10
万
円
を
お
見
舞

い
募
金
致
し
ま
し
た
。

２０１０年度クラス委員名
1 組　松永めぐみ
1 組　脇本　宏紀
2 組　高嶋　泰輔
2 組　中村　光貴
3 組　趙　　雪慧
3 組　世古　陽泉

4 組　相田　光希
4 組　井上　将利
5 組　皆呂　真衣
5 組　中村　　眞
6 組　大森　陽子
6 組　小林　俊吾

物 

故
者

　
大
石
　
勝
康
　
前
同
窓
会
長
　

　（
旧
教
職
員
）

　
　
二
宮
　
賢
一
先
生
（
国
語
）

　
　
神
田
　
　
伸
先
生
（
英
語
）

　
　
　
　
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

義
援
金
募
金
の
ご
報
告

　

３
月
11
日
（
金
）　

三
陸
沖
を
震
源
と
す
る
東
北

地
方
太
平
洋
沖
地
震
、
大
津
波
が
発
生
し
ま
し
た
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
、
そ
の
ご
家
族

の
方
々
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

同
窓
会
の
会
員
に
も
、
東
北
に
お
住
ま
い
の
方
が

多
数
い
ま
す
。
皆
さ
ま
ご
無
事
で
し
ょ
う
か
。

　

全
て
の
機
能
が
一
時
止
ま
り
ま
し
た
。
会
報
の
発

行
に
つ
い
て
も
考
え
ま
し
た
が
、
発
行
日
を
す
こ
し

遅
ら
せ
て
編
集
作
業
を
再
開
し
ま
し
た
。
編
集
ス
タ

ッ
フ
が
少
な
い
中
、
皆
で
頑
張
り
よ
う
や
く
発
行
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

大
変
忙
し
い
最
中
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ま
に
感
謝

い
た
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
東
北
・
関
東
地
区
の
被
災
さ
れ
た
皆
様

を
少
し
で
も
応
援
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

広
報
委
員
長�

高
19
期　

今
泉　

直
樹

広
報
副
委
員
長�

高
32
期　

大
貫　

光
伸

写
真
撮
影�

高
８
期　

猪
瀬　

昌
哉

会
費
納
入
の
お
願
い

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
同
窓
会
活
動

と
母
校
の
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
唯

一
の
手
段
と
し
て
、
毎
年
「
同
窓
会

報
」
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。（
約

一
万
三
千
部
の
発
行
で
す
）

　

決
算
書
で
ご
報
告
し
て
あ
り
ま
す

よ
う
に
、
発
行
費
が
経
常
収
支
の

四
十
％
を
し
め
、
か
な
り
の
金
額
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
会
計

は
、
新
卒
業
生
の
入
会
金
と
年
会
費
、

そ
れ
と
会
員
皆
様
の
年
三
千
円
の
お

振
込
み
が
、
主
要
な
財
源
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

近
年
、
徐
々
に
財
務
状
況
も
厳
し

く
、
次
号
会
報
の
休
刊
も
あ
り
得
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。（
来
年
に
限

り
で
す
が
）

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
会
報
が
お
手
元
に

届
き
次
第
﹁
会
費
納
入
﹂
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

財
務
担
当
副
会
長
　
相
川　

欣
運

　

平
成
23
年
度
第
20
回
法
政
大
学
高
等
学
校

同
窓
会
総
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し

ま
す
。
ご
友
人
を
お
誘
い
の
う
え
、
是
非
ご

出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

記　
　

開
催
日
時　

平
成
23
年
６
月
19
日
（
日
）

受
　
　
付　

午
後
４
時
30
分

開　
　

会　

午
後
5
時

会　
　

場　

�

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
个
谷	

（
私
学
会
館
）

　
　
　
　
　

市
个
谷
駅
徒
歩
１
分
〜
２
分

会　
　

費　

7
、
0
0
0
円
（
お
土
産
付
）

議
　
　
題

　
　

１
、
平
成
22
年
度
決
算
報
告

　
　

２
、
会
計
監
査
報
告

　
　

３
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告

　
　

４
、
平
成
23
年
度
予
算
案

　
　

５
、
役
員
改
選

　
　

６
、
記
念
講
演　

松
永
怜
一
先
生

　
　
　
　
　

�

公
益
財
団
法
人	

日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会	

名
誉
委
員

　
　
　
　
　

�「
指
導
者
の
義
務
と
責
任
」	

校
長
先
生
と
水
戸
黄
門

懇　
親　
会

�

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ	

　
（
法
政
高
校
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）

�

ハ
ワ
イ
ア
ン	

　
（
法
政
B
O
Y
s
＆
エ
リ
マ
レ
イ
合
同
演
奏
）

�

歌
謡
漫
談	

　
（
牧
伸
二
師
匠
、
高
杉
ゆ
り
さ
ん
の
舞
踊
）

同
窓
会
総
会
の
ご
案
内

　

榎
本
校
長
先
生
が
一
年

を
振
り
返
り
、
式
辞
。
法

政
大
学
の
浜
村
彰
理
事
祝

辞
。
卒
業
証
書
授
与
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
祝
辞
。
記

念
品
贈
呈
。
同
窓
会
会
長

祝
辞
。
一
月
の
雪
の
日
に

生
徒
が
近
隣
の
道
路
の
雪

か
き
を
し
た
こ
と
の
お
礼

の
披
露
。
在
校
生
送
辞
。

卒
業
生
答
辞
。
校
歌
斉
唱

で
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
桜
が
満
開
の
下

を
新
入
生
が
通
り
ま
し

た
。

　

午
前
に
中
学
、
午
後
に

高
校
の
入
学
式
が
行
は
れ

ま
し
た
。

新
校
長
の
飯
田
亮
三
先
生

の
式
辞
。
増
田
法
政
大
学

総
長
の
祝
辞
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
祝
辞
。

　

生
徒
会
長
祝
辞
。
新
入

生
代
表
宣
誓
。
担
任
紹
介
、

校
歌
演
奏
の
後
新
入
生
退

場
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

副
校
長
に
は
、
友
松
利

英
子
、
鈴
木
た
つ
み
先
生

が
就
任
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
4
月
6
日

満
開
の
桜
の
下　

入
学
式

平
成
23
年
3
月
1
日

卒
業
式　

感
謝
の
声 

披
露


